
 平成30年度当初予算　予算要求シート
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【目的】

【内容】

【経過（～29年度）】 【30年度】 【今後予定（31年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：乳児家庭全戸訪問事業

: - 1 -

3-1
局・課名

14,050 14,050

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 29年度予算 30年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 新規・拡充

平成30年度要求額平成28年度決算額

事業名 妊産婦・乳幼児等の保健指導事業

： 子ども青少年局　子ども育成課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

妊娠中から子育て期の切れ
めのない支援の充実を図る。
子どもの虐待の予防、早期
発見、早期対応に取り組む。

事業内容の評価を行いな
がら事業内容の充実を図
る。

平成29年度予算額

420 420 歯科医師28千円×15人

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

27,544

196

7,263

177

4,176

313

350

母子健康手帳、妊婦教室・離乳食講習会テキスト等

よい歯のコンクール参加負担金等

産後ケア、パパの育児教室、助産師による育児ひろば等

120

350

120

7,389

177

4,527

313

　H　～　H

事業

概要

　妊産婦や乳幼児の保護者に対し、その時期や個々の状況
に応じた保健指導を行い、保護者が安心して子育てできるよ
う支援するとともに、親子の健康の保持増進を図ることを目
的とする。

①妊娠・出産にかかる相談・支援
個別支援：妊娠から出産・子育て期に健やかに生活できるよう、保
健指導を行う。また、不安や心配事があった場合の相談窓口の周
知。
支援者がなく、在宅での育児が困難な方への支援の強化。
集団支援：子育ての仲間づくりや、同じ悩みを抱える保護者の会な
どにつなげ、孤立を防ぐ。
啓発：妊産婦にやさしい環境づくりとして、マタニティマークの普及・
啓発をはじめ、事故予防や喫煙等に関する啓発を行う。
②思春期の情報提供
地域や学校と連携し、望まない妊娠予防や妊孕性等の情報提供。

　妊娠期から切れめのない支援の充実を図る。
「助産師による育児ひろば」の実施場所・回数を拡充し、より
多くの方に身近な場所で助産師による相談などを受けられる
ようにする。

需用費（消耗品、印刷製本費）

198

27,065

委託料

育児支援関係講習会会場借上げ

備品購入費

使用料及び賃借料

思春期保健啓発用

25,021

債務負担行為

報酬

役務費（通信運搬、手数料、保険料等） 新生児訪問指導員連絡、妊娠届出書外国語翻訳料等

報償費 新生児訪問助産師、子育て支援事業等

旅費 母子保健主管課長会議等旅費

005014整理番号

負担金

合計 27,065 27,544

その他　特記事項

昭和20年代～乳幼児の健康管理開始。平成21
年～妊娠届出時全件面接を開始。平成26年度
妊娠出産包括支援モデル事業、平成27年度妊
娠出産包括支援事業で、妊娠中から子育て期の
切れめのない支援の充実に取り組む。


